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1．子どもがやさしく感じる関係とは

☆受容的関係←→拒否的関係

☆共感的関係←→一方的関係

☆信頼的関係←→反抗的関係

II．やさしさに満ちた関係づくりとは

　☆子どもとの親和的関係

　・ラポールの形成

　☆子どもに自己決定を委ねる

　・十分な説明と同意

☆認知と反射のありよう

　・子どもの内面を映す鏡として

　☆無評価の関係

　・あるがままの受けいれ

　☆制限・禁止のありよう

　・人間としての責任を伝える
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皿．歯科医に対する子どもの恐怖心

1．治療を受けたとき、痛くされた

2．電気エンジンを使うことへの恐怖

3．電気エンジンに対する恐怖

4．沢山の器械類に対する恐怖

5．注射に対する恐怖
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IV．痛みの心理的意味

1．痛みの解釈

その痛みのもつ意味もしくは、それに対する恐れである。

2．心理的要素

間接的な方法で助けを求めることがある。

　　（歯の痛み→意味器官）

3．痛みに対する注意をそらすこと

痛みは、それに注意すればするほど痛くなる。痛みは注意を他に分散させること

によって、軽減させることができる。

4．痛みに対する予想と憂慮

痛みを予想することは、痛みの体験の重要な部分を占め、通常痛みを悪化させる。

5．安心感

痛みを少なくするよい方法は、子どもに対して常に可能なかぎり安心感を与える。
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